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海洋教育「結ぬ海科」カリキュラム 

評価 

  

令和４年 

  



評価の工夫                                           

「持続可能な社会作りに資する教育活動で重視する能力・態度」がどのように変容しているかを評価する

ために、「船浦中学校海洋教育ルーブリック」を開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの能力・態度には、評価内容が５点記入されており、生徒は当てはまることを自己採点するこ

とにより、学期ごとの振り返りを行う。自己評価した数値は、チャートにまとめ、自分が努力したところ、

もっと学びたいことを記述するよう指導を行っている。 

 これらの過程で、生徒は自分の成長や変化を確認し、次の課題へ進むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船浦中学校 海洋教育ルーブリック 

船浦中学校 海洋教育ルーブリック 項目 



【２学期の結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
１年生平均 ２年生平均 ３年生平均 

令和３年 令和４年 令和３年 令和４年 令和３年 令和４年 

自分で考える力 2.4 3.0 3.4 4.2 4.4 4.5 

つなげる力 1.7 2.0 2.9 3.9 3.8 4.2 

挑戦する力 2.3 3.1 3.4 4.3 4.5 4.8 

西表について 2.3 3.1 2.9 4.4 4.5 4.5 

将来の自分との関わり 2.1 2.7 2.9 4.4 4.5 4.1 

 【生徒のコメント（抜粋）】 
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海洋教育を通して育まれた資質・能力（１・２学期） 
 

好奇心と探究心の向上 

海に関する学習への好奇心と意欲、学習対象への課題意識と探究心が高まりました。 

協働的な学習の価値の気づきと自己有用感の高まり 

自分の学び、協働による学びの価値に気付き、自尊感情と他尊感情、自己有用感をグループの中で

育むことに繋がりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３時間】 編集して伝えよう  

【技術・情報】 

〇環境について調べたいテーマを決め、集めた材料を検討し、伝えたいことを明確にする。 

    〇伝える目的や内容に適した文章の種類を選択し、構成や表現を工夫して書く 

生徒が学んだことをまとめ、発信する活動において、本校では Chromebookを用いて、海洋教育「結ぬ

海科」に関するホームページの作成に生徒自身が取り組んだ。 

グループごとに「西表島」、「サンゴ」、「フィールドワークで調べた内容」、「サンゴに関する問題点」、

「私たちができること」などのカテゴリーに分かれ、学んだことや、環境を守っていくために必要なこと

等をインターネットを通じて発信し、自分たちの学びや思いを表現している。 

生徒の作ったサイトの様子 

海洋に関する共通教養（海洋リテラシー）を身につける 

サンゴが自然の防波堤として、強い波を防いでいることや、豊かな生物多様性と生態系を支える重

要な役割を果たしていること、サンゴの生態について学ぶことができました。 

 海洋教育を通して育まれた資質・能力（３学期） 

 

自然事象の道理を考える力、説明する力 

自分たちの調べた海の特徴をまとめること、その事象が「なぜ、そのようになっているのだろう？」

と原因や理由を仮説として考えていくことで、物事をよく見る力、自分なりに仮説を立て、根拠を

明らかにしていく力、自分の考えを説明する力を身に付けることができました。 

 

伝える力・発信する力  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

~結ぬ海科から~ 

船浦中学校 

海洋教育「結ぬ海科」サイト QRコード 


